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抄　　録
新型コロナウイルス流行が拡大するなか，東北ブロック管内の６県血液セ
ンターでは感染予防対策を徹底するとともに，献血者や献血協力団体に対す
る情報発信，移動採血車の配置変更などの対応策を講じた。これらのうち，
移動採血車に関しては2020年３月より献血協力団体から受入れ中止の申し
入れが急増したが，情報発信が功を奏し５月以降は確実に漸減した。血液事
業への影響は，全血献血の達成率については東北ブロック全体でみると94.8
％～ 104.4％であり，過去７年間に比して大きな低下はなかった。これに対
して，血小板の達成率に関しては４月，５月，６月がそれぞれ92.5％，85.4
％，89.7％と低下していたが，同時期の血小板の供給量をみると４月，５月，
６月がそれぞれ3,061単位（過去７年間平均の6.0％減），6,450単位（同12.6
％減），4,865単位（同9.5％減）といずれの月も減っており，医療施設での血
小板製剤の需要が減少したことによるものと考えられた。なお，１月～９月
における需給調整は，合計でみると赤血球製剤が8,030単位，血小板製剤が
1,080単位，払出が受入を上回っていた。
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【はじめに】
新型コロナウイルスの流行に伴い，2020年４
月７日に新型インフルエンザ等対策特別措置法に
基づき７都府県に緊急事態宣言が発令され1)，同
月16日には全都道府県に宣言が拡大された2)。厚
生労働省は，この影響により献血者が減少し血液
製剤の医療機関への供給に支障をきたすことを危
惧し，４月８日付けで各都道府県に対して献血血
液の安定的な確保のための対応を依頼した3)。こ
れを受けて日本赤十字社は，地域の実情を踏まえ
た対応を推し進めるよう全国各血液センターに通
達した4)。
一方，東北６県の赤十字血液センター（以下，

血液センター）では2020年３月ころより献血者の
減少に加え，献血協力団体からの移動採血車の受
入れ中止・延期の申し出が相次ぎ，緊急事態宣言
がなされた４月にはこの傾向がさらに増強した。
これらの血液製剤の在庫量の安定維持と医療施設
への安定供給を脅かしかねない危機的状況に対
し，各血液センターは日本赤十字社東北ブロック
血液センター（以下，東北ブロック血液センター）
との連携を図りつつ，それぞれの地域の実情に応
じた献血者確保対策を講じた。本稿ではこれらの
対策の具体的内容と得られた効果について述べ
る。

【方　　法】
東北ブロック管内６県の各血液センターに対し

て，新型コロナウイルス流行に伴い発生した問題
点とそれに対して講じた対応策について調査し
た。また，2020年１月から９月における東北各
県の移動採血車受入れ中止件数，代替実施件数，
代替先などを調べた。さらに，献血者の確保達成

率と医療機関への供給実績を，過去７年間の平均
値と比較することにより新型コロナウイルス流行
の血液事業への影響を検証した。

【結　　果】
１．新型コロナウイルス流行に伴い発生した問題
点
不要不急の外出自粛要請5)により移動採血車お
よび固定献血ルームを訪れる献血者が減少した，
人の密集を避けるため献血キャンペーンやイベン
トの規模縮小や中止を余儀なくされた，献血協力
団体が移動採血車の受入れ延期や中止を申し入れ
てきたなどの問題が，２月ころより全国の血液セ
ンターで生じてきたが6)，東北６県では３月から
すべての血液センターで同様の問題が発生してい
た。
これらの問題点のうち，血液事業を推進する上

で大きな障害となる「移動採血車の受入れ中止」に
ついて，その詳細を述べる。背景として，東北各
県における新型コロナウイルス感染第１例目の確
認時期を表１に示した。全国で最も遅かった岩手
県を除き，他の５県は３月中までに確認されてい

表１　 東北６県における新型コロナウイルス感染 
 第１例目の確認時期 

第一例目の確認時期
（いずれも2020年）

青森県 3月23日
岩手県 7月29日（全国で最後）
秋田県 3月 6日
宮城県 2月29日
山形県 3月31日
福島県 3月 7日

表２　東北６県における感染者数 

2020年2月
新規感染者数/累計

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

青森県 0 8/8 18/26 1/27 0/27 5/32 3/35 1/36
岩手県 0 0 0 0 0 4/4 15/19 4/23
秋田県 0 6/6 10/16 0/16 0/16 2/18 31/49 4/53
宮城県 1/1 6/7 81/88 0/88 6/94 66/160 47/207 199/406
山形県 0 1/1 67/68 1/69 0/69 7/76 2/78 0/78
福島県 0 4/4 69/73 8/81 1/82 7/89 72/161 92/253
合 計 1/1 25/26 245/271 10/281 7/288 91/379 170/549 300/849



新型コロナウイルス感染流行禍における血液事業─東北ブロック管内の６県赤十字血液センターはどう対応したか─ 44：57

た。次に，表２に東北各県における感染者数を示
す。３月より感染者数が増え始め４月に245人と
急増した後，５月と６月は著明に減少したが，７
月以降は再び増加に転じ，９月には300人に達し
た。移動採血車の受入れ中止を申し入れてきた献
血協力団体は感染者数が比較的少なかった３月か
ら既に急増しており，政府により緊急事態宣言が
出された４月にはそれがピークに達した（図１）。
この時期にまだ感染者が確認されていなかった岩
手県においても既に中止の申し出がみられてお
り，以後漸増していた。
２．血液センターが講じた対応策
（１）感染予防対策の徹底
２月に入り新型コロナウイルスの流行が拡大傾

向を呈してきたため，全国の赤十字血液センター
では，それまで平常時に行ってきた感染予防対策
に新型コロナウイルスの特性を踏まえた対策を新

たに加え，徹底的な感染防止体制を早急に整えた
7)。東北ブロック管内６県の血液センターにおい
ても，それぞれ新型コロナウイルス感染対策本部
を設置し，ブロック血液センターを核として他県
との情報交換を頻回に行い，それを共有すること
により感染予防に努めた。
（２）献血者と献血協力団体に対する情報発信
献血のための外出は「不要，不急」には該当しな
いこと，献血ルームや献血会場は徹底した感染予
防対策を講じているため不安は無用であることな
どの情報を，文書やメール，電話などの手段を用
いて献血者および献血協力団体に繰り返し発信し
た。また，テレビやラジオ，新聞などの報道機関
に依頼し，献血への積極的な協力を呼び掛けた
（図２）。

図１　移動採血車の中止申し入れ件数
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（３）移動採血車の配置変更
A．街頭献血に関して
外出の自粛により人の流れが極度に減少したた

め，３月以降は状況に応じて移動採血車の配置を
「街頭」から「血液センター敷地内」へと変更した。
献血者に「敷地内」に来てもらう際には原則として
予約制とし，献血会場における人の密集を回避し
た。
B．献血協力団体での献血に関して
移動採血車受け入れの中止・延期を申し出た献

血協力団体に対しては，感染予防対策の徹底によ
り献血作業は安全に行えることを丁寧に説明し
た。それでも承諾が得られない場合には，他の献

血協力団体に代替実施を依頼した。図３-Aに代
替実施することが可能であった件数を，そして図
３-Bには代替先が見つからず移動採血が中止と
なった件数を東北各県ごとに示す。３月において
は代替件数が少なく中止件数が多かったが，情報
発信により献血協力団体の理解が得られてきたと
考えられる４月にはこれが逆転し，さらに５月以
降は中止申し入れ件数自体が漸減していた。図３
-Cに代替先の内訳を示すが，山形県，岩手県を
はじめとして，安定した献血者数が確保できる自
治体に代替えを依頼することが多かった。
３．東北ブロック管内血液センターの事業成績
2020年１月から９月における東北ブロック管

図３-Ａ　代替団体による献血実施件数

図３-Ｂ　代替先がなく中止となった件数
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内血液センターの事業成績を，過去７年間（2013
年～ 2019年）の平均値と比較した。
（１）献血者確保達成率
献血者確保達成率とは，実際の献血者数を前年

度に設定した目標数で除した数値である。全血献
血に関しては，東北ブロック全体でみると94.8％
～ 104.4％であり，過去７年間に比して大きな低
下はなかった（図４）。ただ，各県それぞれの血
液センターの数値を見てみると，ほとんどのセン
ターがすべての月で90％以上の達成率（92.1％～
115.2％）であったのに対し，宮城県だけが感染者
が81人に増えた４月において83.5％まで低下し
ていた。
次に，血小板献血の達成率を図５に示す。４月，

５月，６月がそれぞれ92.5％，85.4％，89.7％と
低下していたが，７月以降はほぼ例年並みとなっ
た。
（２）血液製剤の医療機関への供給実績
図６に赤血球製剤の供給実績を示した。過去７

年間の平均値に比べ，各月の供給量は303 ～
3,290単位の範囲で減少しており，とくに４月と
５月における減少幅が大きかった。図７は血小板
の供給実績であるが，３月を除くすべての月で減
少がみられ，とくに４月，５月，６月の例年に比
しての減少幅はそれぞれ3,061単位（6.0％減），
6,450単位（12.6％減），4,865単位（9.5％減）と他
の月よりも大きかった。

図３-Ｃ　代替先の内訳
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図４　献血者確保達成率‐全血献血 

図５　献血者確保達成率‐血小板献血
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（３）他ブロックセンターとの需給調整
１月から９月における東北ブロックの需給調整

を表３に示す。赤血球に関しては１月と４月以外
のすべての月で払出単位数が受入単位数を上回っ
ており，９か月の合計は8,030単位に及んだ。血
小板については３月，４月，６月，７月での受入
単位数が払出単位数より多かったが，合計として
は払出単位数が1,080単位上回っていた。

【考　　察】
新型コロナウイルス流行の血液事業への影響

は，東北ブロック管内では2020年３月から顕著
になった。７月末まで感染者が確認されなかった
岩手県も例外ではなく，感染者の多寡を問わずウ
イルス感染に対する不安が地域に浸透していたこ
とが伺える。このような状況のなか，東北ブロッ
ク管内では全血献血者が例年通り確保されていた
ことが，今回の検討で明らかになった。６県の各
血液センターで講じた対応策が功を奏したこと
と，それに呼応して個人の献血者および献血協力
団体が協力してくれたことが，大きな要因と考え
られる。このうち個人の献血者については，
2006年に日本赤十字社が設立した複数回献血ク
ラブ（愛称：ラブラッド）8)の県内会員の協力に依
るところが大であった。また，献血協力団体に関
しては，５月以降は移動採血車受入れ中止の申し
入れ件数が漸減しており，感染者数が再び増えた

図６　供給実績‐赤血球製剤

図７　供給実績‐血小板製剤
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表３　東北ブロックにおける需給調整 

2020年
１月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 合　計

赤
血
球
製
剤

受入
(Ａ) 300 6 424 712 12 0 12 0 42 1,508

払出
(Ｂ) 284 238 886 86 1,690 2,298 1,436 968 1,652 9,538

Ｂ‒Ａ ‒16 232 462 ‒626 1,678 2,298 1,424 968 1,610 8,030

血
小
板
製
剤

受入
(Ａ) 180 420 390 130 20 210 440 200 125 2,115

払出
(Ｂ) 580 555 370 90 410 115 290 325 460 3,195

Ｂ‒Ａ 400 135 ‒20 ‒40 390 ‒95 ‒150 125 335 1,080

（数値は単位数）
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７月以降も有意な増加がみられていないことか
ら，我々の新型コロナウイルス流行下での血液事
業の推進に対する理解が深まった結果と捉えるこ
とができる。
他方，血小板献血者の確保率は４月から６月に

かけて低下していたが，同時に血小板製剤の供給
量もこれと並行して減少していることに着目すべ
きである。血小板製剤は原則的として予約製剤で
あることから，この低下は献血者の減少によるも
のではなく，新型コロナウイルス流行の影響で医
療施設での手術が待機ないし延期となり，血小板
製剤の需要が減少したことに起因する9)。なお，
３月における血小板献血の達成率が106.9％と非
常に高かったが，これは３月５日の競泳選手・池
江璃花子氏の呼びかけ10)により献血者が急増し
たためである。
赤血球製剤の供給実績についても４月と５月に

おいて低下がみられたが，上述の血小板製剤と同
様の理由により医療施設側の需要が減少したこと
によるものである。ちなみに，これらの血液製剤
の供給量の減少は，全国の血液センター７ブロッ
クのすべてで認められている9)。
日本赤十字社では，状況に応じての全国７ブロ

ック間を越える血液製剤の受渡，すなわち需給調
整体制をとることにより血液製剤の安定供給を維
持している。今回の検討で東北ブロックにおける

需要調整は赤血球製剤，血小板製剤とも他ブロッ
クへの払出単位数が受入単位数よりも上回ってい
ることがわかり，新型コロナウイルス流行禍で講
じた献血者確保対策の効果を確認することができ
た。また，同時に東北ブロック管内をはじめ全国
の血液センターでは，新型コロナウイルス流行禍
においても例年同様まったく滞ることなく応需で
きており，輸血用製剤の不足により医療機関への
供給が遅れたという事例は発生していないことを
強調したい。

【結　　語】
新型コロナウイルス感染流行に対し早期に対策

を講じて実行した。その結果，献血者および献血
協力団体から一層の協力が得られ，例年に比較し
て血液事業の後退はなく，医療施設に対する供給
の停滞も回避することができた。以後も感染流行
が遷延する可能性が指摘されており，状況に応じ
た対策を講じることにより，この危機を乗り越え
ていきたい。
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